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『子どもど真ん中』の学校安全
～実効的な学校安全の取組～

東京都養護教諭研究会

令和７年度 学校保健（養護教諭）研修会＜１０月＞



『子どもど真ん中』とは・・・（新入生説明会、保護者会等での校長の話）

「先生は、うちの子のことを信用していないのですか？うちの子を信用しないの
であれば、私も先生のことは信用しません！」

この言葉は、私が３２歳のときに担任する学級の保護者の方から言われたこと
です。言われたときは、とてもショックを受けたのを今でも鮮明に覚えています。
何があったのかというと、その生徒は忘れ物が大変多く、進学関係の書類をそろ
えなければならない日にも書類を忘れてしまっている状況がありました。次の日
までに揃えて校長先生の職印をもらわなければいけません。学級には４０人の生
徒がいるので担任としては、前日までに書類を集めて丁寧に点検しなければい
けません。その生徒には、あくる日の朝の会が始まる前に職員室に持ってくるよ
うに指示しました。その生徒は「はい、わかりました。今日は忘れてしまってすみ
ません。」と言って下校しました。でも、私は心配だったため、夕方にその生徒の
保護者の方に電話をしました。そして、提出物が期限通りに出されなかったことと、
明日の朝の会前に提出するよう、保護者の方にご協力をいただくようお伝えしま
した。電話口では、「うちの子に伝えたのに、なぜ、保護者の私にわざわざ追い打
ちをかけるのか？」とおっしゃって、続けて、先に述べた言葉が返ってきたのです。
私は、静かに「生徒のことを信用しないなんてことは一切ありません。たとえ、生
徒が間違ったとしてもそれ自体をしっかり受け止めて、信用し続けます。生徒を
信用しない教師は、今すぐにでも辞めた方がいいと思っています。」と答えました。
その保護者は「わかりました。」とおっしゃいました。ところで、ショックを受けたの
はその言葉自体ではないのです。保護者の方と学校が、がっちりと手を結びあえ
ないときに一番迷い戸惑ってしまうのは生徒です。日頃の私の言動が保護者の
方との信用を揺るがしているのではないかというショックなのです。その後、私は
とても反省しました。



世間では、カスハラが問題になっていて、つい、この間は
学校にもカスハラ防止の掲示物を貼ることになりました。
私はカスハラというふうに問題をひとくくりにすることを、少
し心配しています。確かに理不尽、不正な要求、例えば、、、
（オフレコ）はカスハラとしてもいいと思いますが、カスハラ
にすれば学校でいえば学校関係者の方を悪者にしてしま
います。当然、生徒に影響します。生徒は悩み苦しむかも
しれません。これは絶対に避けなければいけません。

本校では、保護者の方からの要望等については校内だ
けでなく、確実に教育委員会と情報を共有しています。
ケースによっては警察等の関係機関、弁護士等の専門家
と情報共有をして適正な対応を行っています。これからも
家庭と学校がしっかりと手を結びあい、『子どもど真ん中』
の教育活動を行ってまいります。「大人ど真ん中」になると
対応は困難になることは長い経験の中で強く感じています。
子どもの成長のために、大人は連携、連係することが一番
大事なことですね。



・東京都府中市出身
・志賀高原スキー学校、八方尾根スキースクールインストラクター時代
…救急法講習会受講経験が生かされない多くの外傷への対応（継続研修の必要性）、
頭頚部の外傷の危険性と対応、障害保険加入の重要性

・新潟県公立学校教諭時代
新潟市立中学校…『防災教育』との出会い すべての授業で命の安全を扱う取組
→昭和63、64年度新潟市教育研究員のときの指導主事からの影響
白根市（現新潟市）立中学校…荒れる学校（暴力・喫煙・飲酒・シンナー等）で

の安全第一の教育活動「生活指導は学校安全から」
・東京都公立学校教諭時代
大島町立中学校…火山噴火を想定した島外避難訓練
調布市立中学校…主に地域、関係機関と共に取り組む生活安全、交通安全

・ブエノスアイレス日本人学校教諭時代（初めての小学校学級担任）
…銃撃戦や銃撃に遭遇した場合や爆発物からの避難訓練の実践
水泳指導における事故防止の取組 中学生、高学年児童の共助の取組

・東京都教育庁指導部指導企画課安全教育班 同人事部 指導主事・統括指導主事時代
…平成１８年度の最大のミッション⇒「安全教育プログラム」の初版発行

・東京都新宿区立中学校副校長時代…不審者侵入事件に遭遇
不審者対応訓練の改善

・東京都調布市立小学校・中学校、府中市立中学校校長
…全安研・都安研の一員として研究活動
第44回全国学校安全教育研究大会
東京都学校安全教育研究大会会場校（調布五中）
生徒の安全に係る能力の向上、生徒の死亡事故の対応



◎『子どもど真ん中』で考えましょう

（記者会見の一場面）
想定外の事故でした



【考えましょう】
想定通り（想定内）の危機ってありますか？
例えば・・・
★不審者侵入

★以前の勤務校で経験した事案
・生徒の下着を大量に盗まれた事案
・学校のトイレに住み着かれた事案
・職員室の火災
・生徒の死亡事故（学校管理外）
・ナイフを持った男が学校に侵入した事案（事例研究）

◎『子どもど真ん中』で考えましょう



＋

★情報収集

危機管理、

危機対応

に重要！

◎『子どもど真ん中』で考えましょう

キーワード



◎『子どもど真ん中』で考えましょう
大事なこと ～ウェルビーイング～

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000214299.pdf

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000214299.pdf


◎『子どもど真ん中』で考えましょう
high-quality educationとウェルビーイング



◎『子どもど真ん中』で考えましょう
high-quality educationとウェルビーイング

◎ハイクオリティな活動を一生懸命に行う
×ロークオリティな活動を一生懸命に行う

EX ある学校で避難所運営訓練を行った際に
『担架』の使い方、作り方をした。ある日
の昼休みに、児童がジャングルジムから転
落して頭部を地面に強打したので、看護当
番（週番）の教員がその児童を担架に乗せ
て保健室まで運んだ。



◎『子どもど真ん中』で考えましょう
high-quality educationとウェルビーイング

◎ハイクオリティな活動を一生懸命に行う
×ロークオリティな活動を一生懸命に行う

EX ある中学校で、数学の授業中に生徒が突然を失
い椅子から落ちた。教科担任はマニュアルに従い、
保健委員の生徒を保健室と職員室に向かわせた。
報告を受けた養護教諭は現場に行き、状況を確認
し１１９番緊急通報が必要であることを判断した。
養護教諭はマニュアルに従い管理職に報告後管理
職の指示を待ってから通報した。



◎『子どもど真ん中』で考えましょう
high-quality educationとウェルビーイング

◎ハイクオリティな活動を一生懸命に行う
×ロークオリティな活動を一生懸命に行う

EX 『スケアード・ストレイト
（恐怖の直視）教育技法』

★漫然とやっていない？
★京都市立勧修中学校の事故を

どう捉える？





◎『子どもど真ん中』で考えましょう
理論と実践の往還の実現など

https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf


◎『子どもど真ん中』で考えましょう
情報とデータの活用

★危機管理と情報

平成２８年度スポーツ庁委託事業
スポーツ事故防止対策推進事業
『体育的行事における事故防止事例集』から抜粋
独立行政法人日本スポーツ振興センター

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_school/28jireisyu.pdf

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/anzen_school/28jireisyu.pdf


◎『子どもど真ん中』で考えましょう
大事なこと「ヒヤリ・ハットの共有」



◎『子どもど真ん中』で考えましょう
「ヒューマンエラーは起きるものという前提
（事故が起きることは想定内という考え）」



◇◆スイスチーズの穴を埋める
又は 「ずらす」取組事例◆◇

『教職員の対応力向上の取組』



★生徒レスキュー隊

◇◆スイスチーズの穴を埋める
又は 「ずらす」取組事例◆◇

『生徒の対応力向上の取組』



★部活動ファーストエイドリーダー

◇◆スイスチーズの穴を埋める
又は 「ずらす」取組事例◆◇

『生徒の対応力向上の取組』



◇◆スイスチーズの穴を埋める
又は 「ずらす」取組事例◆◇

・心臓疾患のある生徒の事例



◇◆スイスチーズの穴を埋める
又は 「ずらす」取組事例◆◇

・てんかんの対応



◎『教育活動で
何をどのように育てるのか』

『学習指導要領 総則』の
キーワードは？



◎『教育活動で
何をどのように育てるのか』

『学習指導要領 総則』のキーワードは？
「各教科等において身に付けた知識及び技能を活用

したり、思考力、判断力、表現力等や学びに向かう力、
人間性等を発揮させたりして、学習の対象となる物事
を捉え思考することにより、各教科等の特質に応じた
物事を捉える視点や考え方が鍛えられていくことに留
意し、児童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を
働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解
したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見
いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し
たりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図
ること」



◎『教育活動で
何をどのように育てるのか』

『学習指導要領 総則』のキーワードは？
「各教科等において身に付けた知識及び技能を活用

したり、思考力、判断力、表現力等や学びに向かう力、
人間性等を発揮させたりして、学習の対象となる物事を
捉え思考することにより、各教科等の特質に応じた物事
を捉える視点や考え方が鍛えられていくことに留意し、
児童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせな
がら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情
報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決
策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに
向かう過程を重視した学習の充実を図ること」



◎『教育活動で
何をどのように育てるのか』

★各教科等において身に付けた知識及び技能の活用

★思考力、判断力、表現力等の発揮

★学びに向かう力、人間性等の発揮



◎『教育活動で
何をどのように育てるのか』





◎我々教職員の努力で
防ぐことができない事故事例もある

【令和４年６月７日に発生した府中二中の修学旅行中の交通事故】

《保護者宛緊急メール文第１案》
修学旅行１日目の行程途中（正午過ぎ）、新大阪駅から法隆寺に奈良交通の観光

バスで自動車専用道路（阪神高速13号東大阪線）を移動していたところ、Ｆ組の生
徒が乗車している6号車のバスと自家用車とが接触するという事故がありました。こ
の事故による衝撃等はありませんでした。警察による現場検証が行われたため、予
定の時間から35分遅れて法隆寺に到着しております。法隆寺で校長、学級担任、看
護師が生徒の健康状態を確認し、生徒からの体調の不調等の訴えは現段階ではあり
ませんでした。そのため、予定どおり今後の奈良公園での活動を行う判断をいたし
ました。引き続き、生徒の健康状態を注意深く観察し、不調等が確認された場合は
医療機関での対応を行います。今後、お子様との直接の連絡を希望される場合は、
次の電話番号にお掛けください。
070××または090××
なお、法隆寺からは別のバスを手配して、代替バスで移動しております。保護者

の皆様には、ご心配をお掛けし心からお詫び申し上げます。後日、改めまして奈良
交通等旅行会社から説明等がある予定です。

府中市立府中第二中学校
校長 高汐 康浩



◎我々教職員の努力で
防ぐことができない事故事例もある

【令和４年６月７日に発生した府中二中の修学旅行中の交通事故】
《保護者宛緊急メール文第２案》
修学旅行１日目の行程途中（正午過ぎ）、新大阪駅から法隆寺に奈良交通の観光

バスで自動車専用道路（阪神高速13号東大阪線）を移動していたところ、Ｆ組の生
徒が乗車している6号車のバスと自家用車とが接触するという事故がありました。こ
の事故による衝撃等はありませんでした。しかし、幸い生徒の皆さんには怪我はあ
りませんでした。警察による現場検証が行われたため、予定の時間から35分遅れて
法隆寺に到着しております。法隆寺で校長、学級担任、看護師が生徒の健康状態を
確認し、生徒からの体調の不調等の訴えは現段階ではありませんでした。そのため、
予定どおり今後の奈良公園での活動を行う判断をいたしました。引き続き、生徒の
健康状態を注意深く観察し、不調等が確認された場合は医療機関での対応を行いま
す。今後、お子様との直接の連絡を希望される場合は、次の電話番号にお掛けくだ
さい。
070××または090××
なお、法隆寺からは別のバスを手配して、代替バスで移動しております。保護者

の皆様には、ご心配をお掛けし心からお詫び申し上げます。後日、改めまして奈良
交通等旅行会社から説明等がある予定です。

府中市立府中第二中学校
校長 高汐 康浩



◎我々教職員の努力で
防ぐことができない事故事例もある

【令和４年６月７日に発生した府中二中の修学旅行中の交通事故】
《保護者宛緊急メール文最終案》
修学旅行１日目の行程途中（正午過ぎ）、新大阪駅から法隆寺に奈良交通の観光

バスで自動車専用道路（阪神高速13号東大阪線）を移動していたところ、Ｆ組の生
徒が乗車している6号車のバスと自家用車とが接触するという事故がありました。こ
の事故による衝撃等はありませんでした。しかし、幸い生徒の皆さんには怪我はあ
りませんでした。警察による現場検証が行われたため、予定の時間から35分遅れて
法隆寺に到着しております。法隆寺で校長、学級担任、看護師が生徒の健康状態を
確認し、生徒からの体調の不調等の訴えは現段階ではありませんでした。そのため、
予定どおり今後の奈良公園での活動を行う判断をいたしました。引き続き、生徒の
健康状態を注意深く観察し、不調等が確認された場合は医療機関での対応を行いま
す。今後、お子様との直接の連絡を希望される場合は、次の電話番号にお掛けくだ
さい。
070××または090××
なお、法隆寺からは別のバスを手配して、代替バスで移動しております。保護者

の皆様には、ご心配をお掛けし心からお詫び申し上げます。後日、改めまして奈良
交通等旅行会社から説明等がある予定です。

府中市立府中第二中学校
校長 高汐 康浩



まとめ



『お・か（は）・し・も』
・それ大丈夫？
・漫然とやっていない
・クリティカルシンキング


